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Abstract

We describe here about the radio communicationreceiver,Type MRS27,designed

‡or負Ⅹed radio communication serice,Which we completed recently.

rn this8ハtube s11perheterodvne receiver,the receivingfrequencyrangeis rated at

-0.5to15MC,and the receptable type of emissionis A.,A2(telegraph)and A3

(VOice).We have applied fL--tuning上.SyStem tOintermediate frequency■ tranSformer

and drum switch sy~Stem On frequency-band changing mechnism.

With this new receiver,Satisfactory results on electricalcharacter are obtained,

SuCh as exce11nt sensitivity,丘delity,Stability,and,SpeCially,Selectivity and S/N

ratio olVing to use of high quality`cOilsinradio frequency tuning circuitand narrow

band crystalfi1terinintermediate frequency amplifying circuit.

[Ⅰ]緒 一言

MRS-27型受信機は中短孜国是局遍信用と して最近

戸塚工場こ於て製作されたスーパーヘテロダイン方式の

ノ受信 て､受信用汲数ほ り.5～15MC,土i三として Al,

A2電授受信に使用されるものてあるが､A3電波も受

信可能てふる｣Al及びAヱ電改受信に対しては必要に

応じて訣用域の水晶‡慮授器をスキッチにより挿入出来る

へ機構になって居り､中｢壬.削司波変J或器ほ所〝同調方式に

なって罷る.こわ種の受信機として特に新吉なものでは

ないが､そみ構成ほ通信用受信機として凍際準型であ

り､今後その間途も拡がってくると考えられるのでその

･概略特性を述べて御参考に供する次第である｢ノ

[■Ⅱ]受 信 機 の 定 格

受信 汲型式 A右A.∴及びA=5

受信周枚数 り･5-15MCを■F記5描域

に分割する｡

1-Eand O.5～1MC

2-Band l
～2MC

**

日立製作所戸坂工場

(3)

3-Band

4-Band

5-Band

2
～4MC

4
～8MC

b
～15MC

度･

().5-1()MC‥･･‥13し〉db以上

10-15MC･･‥‥12りdb以上

但しH力電圧を25V一定とし(負荷抵抗1り

加)雑音H力電圧を(),5V以~Fに制限した

場合の利得
●

(4)撰 択 度

近接相投撰択度…･±5KC離調に対する減衰

18db以上

影像聞及撰択度…･全得域に亘り 3(_)db以上

水晶濾涯器･‥‥･‥(広､狭二段切換可能)

広の場合5t州c/■s拷捷調にて減衰3-6db以上

狭の場合2()Oc■s離調にて減衰3db以上

(5)忠 実 皮

2用木-25州Cノーsの問に於て4りりc.`s鹿基準にして偏

差1(ldb以内

(6)出力‥‥25りmW以上

但し負荷抵抗1りkJユとす｡
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第1図

Fig.1.

MRS-27型中短波受信機正面

Front View of Type MRS→27

Communication Receiver

(7)安 定 度

初期周況教委動…･受信機の 源を閉ざしてより

15分後に測定を開始し､それ以後3()分間の周波

数変動ほ7×1り十以下

電源電圧変動による周茨数変動‥‥交流電源入力

電圧±10%の変化に対し15分間の周次数変動

ほ7×川｢4以内

(8)電 源

絨条用‥‥A･C･叉ほD.C.6V 3A

陽極用…･D.C,150V訓皿A

(9)外形寸法

受 機‥‥幅520m皿高32(血m奥行370mm

電源……幅230Inm高230Inm奥行250mm

本機の外観正面ほ第｣図に､シャーシーの上､下部の

部品配置はそれぞれ第2,3図の如くである｡電源の正

面は第4図の如くである｡

第2図 MRS-27型中短波受信機シャシー上部

Fig･2･TopViewofReceiver(Case Removed)

MRS-27型中短波受信機シャシー下部

Bottom View of Receiver(Case

ReⅡ10Ved)

[Ⅲ]回路構成と各部の特性

(1)受信機回路構成

本機の回路構成は第5図の回路図及び第6図のブロッ

クダイアグラムに示す如く高周政一段､中間周波二段､

倍周汲二段の8球スーパーヘテロダイン受信機である｡

以下各部分に就いて述べる｡

(a)高周汲増幅部

空中線コイル､高周汲コイルは何れも直径25mm の

第4図 電 源 亜 流 器 正 面 図

Fig.4.Front View of Power Supply Unit

坤
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第5図 MRS-27 型 受 信 機 回 路 図

Fig.5.Connection Diagram of Type MRSq27Communication Receiver

第一局発

第6図

F王g.6.

第二局発

MRS-27型受信機ブロックダイヤグラム

Block Diagram of Type MRS-27Comm･

unication Reciver
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欝7図 高 周波 コ イ ル の Q特性

Fig.7.Quality Character of H.F.Coils

良質ベークライトボビンを使用した単層ソレノイドで､

コイルのQを上げると共にインダクダンスの 整を容

59

易にするためそれぞれの周扱数帯に
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したオキサイド砿

Jむr】,2)を使用して第7図に示す特性を得ている｡同調蓄

達の可変蓄

1りPFより 2餌PF迄

器を使用し､その容量可変範囲は

化.し､容量変化は大体ノ.‡尋政教直~

線型でケース内に納めてある｡ダイアル装置ほ平歯車を

二段に用い歯草比1:錮であり､同 を円滑にするため･

フライホキールを付けてある｡周汲数切換装置は一般に

ドラムコイル式と称せられるものであって､この装置は

切換部の接触が完全であり故障が少なく､更に高周汲郡

のコイルはドラム内に取り付けられているため､

機械的むこ極めて安静こ各周波帯域の切換が出

有している｡本

ミる利点を

筐は空中線､高周没､局部発揖､各部

が3つのドラムに分れ､各ドラムにほ5段の各周波数帯

のコイルが取付られている｡本ドラムコイル切換器の廻

転は1:6の平歯革によりパネル面の周汲数帯切換用把手

に接続されている｡

各受信周汲数帯はダイアル目盛板の1r)～90度(但し

ダイアル目盛ほ180虔を100等分する)｢勺に収容され

ている｡

空中線回路及び高周汲増幅郡の電圧利得は実測の結果

それぞれ第8.9図に嘉すとおりで､高周班増幅部全体

.l

l
L

E

l
⊆

l
～ 】

l

l

l
ト

【

1
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【

≒

と
【

】
蕗~~｢面~~｢細■ ぶ仁甜+飢7 財〃r 〟

~■周波数:り化)

第8図 空中線 コ イ ル電圧利得特性

Fig.8,VoltageGainCharacterof AntennaCoils
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高 周波増幅回路利得特性

Gain Character of H.F.Ampli丘er

::
､

､､.1
∴ ､､

-----一周波数(〟J)

第1り 図

Fig.10.

変 換 利 得 特 性

Conversion Gain Character of

First:Converter

の利得は最低15MCに於て21.5db,その他の村域に

放て35-45dbの利得が得られている｡

(b)周没数変換部

周波数変換部は第5図に嘉す如く変換管に6SÅ7-GT

を用い､第一一局部発振ほ6SJ7､GTを三極管接統にL

たハートレ←回路で､その発環出力をプレートから6SA

7-GTの第一格子に供給している｡発振コイルの構造ほ

高周波コイルと同様であるが､各局汲数帯域ともオキサ

イド磁心を使用していない｡変換利得は第10図に示す

動
作
減
衰
量

ゐ

中

聞

同

波
紗

(染抜嬬)

威∴

】
､､､･

､･J
､

∴●
､∴

周波数(片♂)

第11図 水晶濾波器選択度特性

Fig.11･Selectivity Curve of Crystal.alter

如く約1t)dbで各周波数帯域を通して大体同様の特性

である｡､

(c~)水晶濾波器

水晶濾波乱ま周汲数変換管6SA7-GTと第1中間周

技増幅管6SK7-GTとの間に挿入1ノてあり､主として

信電波を受信するとき動作するよう切換スキッチによ

り挿入されるのであって電話受信(A3 投)の場合は

水晶共振子を短絡し広帯域にして使用する｡､‡慮波器匝一路

は第5国中に示される如く1偶の水晶共振子(E-3塾共

振用)を使用したもので､その特長は通過碍域偏を広､

の二段に切換えた場合､部品配線等の漂遊容量により

中JL周波数(455KC)がずれるのを防ぐため補償回路を

設けたことであり

性は第11図の如く

ものができた二

用新案出願中)､その結果撰択圧搾

めて安定で而も親櫓値以上の良い

(d)中間周技増幅都

6SK7-GT二段増幅回路で､中間周技変成器は〝同

調方式の二二重同調型を採用した結果比較的小型で良好な

特性を得て屠る= 調整彼のクラン7Cが完全に行われるの

で､機械的振動に対して極めて安定であり､その撰択特

性ほ第12図iこ示す如くなる｡:本増幅部の利得ほ約42

db得られた｡

卜
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､
.

動
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減
衰
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舶

第12 図

Fig.12.
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一三=
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同波 数(嬬)

中 間 周 波 選 択 定 時 性

Selectivity Curve ofI.F,Ampli丘er

(e)第二検汲及び佐用汲増幅部

第二検汲は6SQ7-GTの複二極管部■の一極を用い､

他の一一極の出力からA.Ⅴ.C. 圧及び同調指示 流計

(S メーター)の動作電流を得ている｡第二局部発振は

第一局部発振と同様､6SJ7-GTの三極管接続のハート

レr回路であるL〕発振周波数ほ455KC±10KC程度変

化し得るもので第二検掟えの結合ほ陽極より小容量を通

じて行う｡.本回路の振動 :流高調汲が 源回路及び静電

媚
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tr伽こ空中線､高岡故国路等に漏消し擬似 皆として妨告

を与えるこ上が多いが､本機ではこの妨害対策として本

61

発振郡を遮蔽箱内に納と7〕､ 源回路にi慮汲器を挿入し､

更に高周波都と静電的iこ結合を除去するため､ドラムス

ヰッチ､ヰ同調バリコン､真空管等の遮蔽を充分iこ行つ

た結果これによる結合妨害ほ実瀾上認められなかった叉

第二検改に加えられる第∴部発振の 庄並びに発振汲形

を検討し､発振電圧(〉.5V～1･5Vの場合4‖%の変調

況に対し約12～14dbの 利得が得ちか､而も発振狸

形が良好になるような回路定数を撰定した結果､更に干

渉恰古は改良され､実用上殆ど完全に除去された-.

低周汲増幅部ほ6SQ7TGTの三 旨部と 6V6-GT

の∴段増幅回路でその利得並びに周控特性は第13囲に

示されるものである

(f)綜合利得並に影像周投敏摂関箆特性

結合利得は第】4図に示す擬似空中線を使用し､Al)竃
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第13 区l低周波増幅回路利得特催

Fif!.13.Gain Character of Audio

Frequency Ampli鮎r
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O｣卜還㌃
●

夢14図 擬 似 空 中 線 回 路

Fig.14.Circuit Constants of Dummy Antenna

扱受信のときほ第二掃発を動作して約1り川岬Sの恰首

を生ぜしガ〕､A3 渡受信の際ほユ_川=佗/s､4(~)%変調援

により(Ⅰト3〕に於て述べた如くH力25V,内部雑音

圧をlし5V以下に制限した状態で測定する.て その結果ほ

第15図に示す如く､親柘値に対してほ相当余裕のある

数値になっている一 利得の手動調整は中間周澱割と倍周

涯増幅入力のニケ所に於て行い得るようになっており､

の可変範囲は約5(厄bであるし

影橡周狂風撰開展は第16囲に示す如く最高受信周段

数15MCに於て規格値にやゝ近くなっているがその他
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Fig.16.Image Response

の周波数でほ充分の余俗を持っている｡

(g)綜合撰択度特性並びに忠実魔唱層

綜合撰択皮特性の一例としノて2Bandに於ける実測結

果を第17図示してある= 他のBandに於てもこの結果

と大体同様で5KC離調した点で25db以上の減衰を褐

ており､

充分適合している

度は第18囲に示すように親稚値に
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第19図 出 力 特 性

Fig･19.Output Character

(b)出力特性並びにAVC特性

入力レベル対出力電力特性は第19図の如くで最大田

:力約1･5Wである｡

(i)安定度

初期周茨数変動

磯の動作を開始してから

15分筏に於ける周汲数を基準と

してそれ以後の周汲数変化を測定

した結果第1表の如く充分安定し

'たものである｡(但し発振周況数

ほ8MC,

場合)

標ユよ釘電 状態の

圧変化をこよる周没数変動

受信機を標準 庄で動作を開始

L､一時間経過して安定状態に逗

した後､AC入力 芸瀕電圧を標準

1値100V±1り%変化した場合の

､J･1

′
..∩〃

i

㌧
､

爪

-
･
･

rり

第1表 初 期 周 波 数 変 動

Tablel,Variationof Frequencyas a

Function of Time

第2表 電源電圧の変動による周波数変動

Table2.Variation of Frequency Due to

Change of Source Voltage

周汲数変化を､電圧変化を与えた時から15分後に測定

した結果は第2表の如くであって所要目際に充分到達し

ている｡測定周汲数は第l表の場合と同様8MCであ

る｡

電源電圧変化による結合利得の変化

源電圧を前記と同様に-10～十1り%変化させた場

合の結合利得の変化は､標準

-3-十1dbである｡

庄のときを基 に して

(j)機械的振動に対する安定度

振動数1000r･p･m･振幅1工nmの振動を30分間加

えた場合に振動試験の前後に於て電

変化ほ認められなかった｡

(2) 回路の構成

勺
｢〃H

械機勺知 の陸将

電源整流器の回路ほ第20図に示すとおり､A.C.100V

を供給し出力として蔵条用A･C･6.3V.陽極用150V

を得ているが､更に直流電源を接続しA.C.及びD.C.

を切換えて受信機に供給することもできる｡

(a)電源整流器の定格

織条用

陽極用

A.C. 6.5V 3.2A

D.C.151)V 7(lmA

第20図 電 源 垂 流 器 回 路 結 線 図

Fig･2()･ConnectionDiagramofPowerSupply Unit

一′

■



信用M】∃S一-27型受信機 593

リップル含有率(〕.05%以下

電源入力容量 70VA以下

本 源整流器は定格値を充分清見L入力容量は37VA

リップル合有率ほ∩.023～0･∩27ヲるを得た｡

[Ⅳ]調整の経過

本受信機の調整の 申に於て若干問題が発生したが､

その主なものは第一局部発振と第二局部発振との相互干

渉､及びS./N比であった｡

(1)相互干渉

信受信の場合(ⅠⅠト1-e)に述べた如く､中間周没に

変換された搬送汲と第二局部発損を加えて蛤音を作り電

信信号を受信する｡この場合第二局部発振の高 波振動

■電流が漏洩して高周汲回路に入ると､受信周汲数帯の各

部に妨害を加える｡これに対しては高周汲回路に静

蔽を行い､更に第二局部発回路の発揖汲形を良好にし､

一第二検波回路に加える電圧を少なくすることにより解決

Lた｡

(2)SJ/N比

感琵測定のとき(Ⅰト3)に示したとおり､受信機の内部

】雑音を0.5Viこ利得 整器で調整し測定する｡これによ

り 5王ねndの8MCに於てAlの感荘が不足であった｡

全段的に第二局部発振を動作させるAl受信の場合内

部来任音発生が多く､これを検討した結果､周波数変換部

から最も多く､雑音が発生していることが分った｡これ

に対しその調整方法として､中間周没増幅部以降の利得

を下げ､高周波増幅郡で利得を上げ､更に変換管の 6S

A7-GTの動作を雑音発生少なく､叉変換利得が最大と

なる回路定数を撰訳して解決した〕

第二局部発拭から発生する雑音籠び利得ほ第二検汲に

加える発顕電圧を加減してもその変化は顕著に表われな

第3表 高 周 波 回 路 雑 音 特 性

Table3.Noise Character of R.F.Ampli丘er

雑音発生倍(db) 2～4 2～3 1〔)～12

かった｡本受信機を調整後第二局部発拐を動作し､各高

周波回路から雑書の発生を測定した結果第3表に示すも

のとなった｡

[Ⅴ]鯖 盲

以上でMRS-27塾中短汲受信機に就いて ベたので

あるが､電気的諸特性並びに安定性に関してその概略を

御紹介出来たものと思う｡振放が完全に実用される現今

に於ても中短波の占める地位は低下したとほ言へず､殊

に無線通信の晦秦により電汲割当周汲数が接近してくる

に従い､通 機として固定局用のみでなく移動局

用としても漸次この程皮の性能が要求されてくるように

なると思う｡今後もこの種頬の受信機の特性改善､安定

性の向上に努力を続けたいと思う｡

本受信機の設計製作に当り各関係課長並びに種々御指

導と御援助を賜わった寮課長､菅田課員並びに製作試験

担当の方々に深く感謝の意を表する次第である｡
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